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１．調査の概要 
①実施時期： 2025 年 4 月 1 日～30 日 

②対象： 神戸学院大学 2025 年度 2 年次生以上学部在学生 8,356 名（調査開始日現在） 

③調査方法：学内情報サービス「アンケート」機能を用いての WEB 調査による 

④有効回答数・回答率：3,464 人（41.5％） 

 

２．調査集計結果 

 

質問１．学修時間についてお伺いします。 
日本の大学は、1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成すること
を標準としています。（例えば 2 単位の授業科目であれば、予習・復習も含めて 90 時間の学
修が必要ということです。） 
昨年度は、授業時間以外で、1 週あたりにどれくらい予習・復習などの自主学習をしました
か。以下の選択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問２．あなたは、大学入学時と比べて、共通教育等を通じて、教養が身につきましたか。
以下の選択肢から一つお選びください。 
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質問３．あなたは、大学入学時と比べて、人間性や社会性が豊かになりましたか。以下の選
択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問４．あなたは、大学入学時と比べて、専門分野への関心が高まりましたか。以下の選択
肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問５．あなたは、大学入学時と比べて、さまざまな問題を発見し、それを解決する方策を
導く力が伸びたと感じますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問６．あなたは、大学入学時と比べて、自分の意見を口頭や文書によって表現する力が伸
びたと感じますか。選択肢から一つお選びください。 
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質問７．あなたは、大学入学時と比べて、相手の価値観や意見を理解する力が伸びたと感じ
ますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問８．あなたは、大学入学時と比べて、良好なコミュニケーションをとる力が伸びたと感
じますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問９．あなたは、大学での学びを通じて、大学入学時と比べて、学習意欲がどのように変
化したと感じますか。以下の選択肢から一つお選びください。 
 

 

 

質問１０．あなたのこれまでの大学生活を振り返っての総合的な満足度を教えてください。
以下の選択肢から一つお選びください。 
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以下は、みなさんの声を参考とし、本学の質保証の達成度合いを把握することが目的の質問
です。 
 
 
質問１１．大学での学業を興味や意欲をもって進めており、学習成果が身についている。 
 

 

 

質問１２．予習・復習を含めた学習に無理のない形でカリキュラムが組まれている。 
 

 

 

質問１３．専門科目の内容は将来のキャリアにつながるものである。 
 

 

 

質問１４．学業を進めるうえで困ったときは十分なサポートがある。 
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質問１５．学習環境（大学の施設・設備など）には満足している。 
 

 

 

質問１６．大学はアンケートを実施し、そのフィードバックを行うなど、学生の声を聞いて
教育を良くしていこうとしている。 
 

 

 

質問１７．学業以外の大学生活に対して十分なサポートがある。 
 

 

 

質問１８．将来のキャリア形成に向けたサポートや機会の提供は十分である。 
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質問１９．修学のための金銭的支援に関する情報提供は十分である。 
 

 

 

質問２０．大学は安全で充実したキャンパス生活、学生生活が送れるよう、取り組んでくれ
ている。 
 

 

 

質問２１．最後に、質問１１～２１に関して、大学に特に伝えておきたいことがあれば 150
文字以内で記入してください。 
 
→すべて大学への貴重なご意見として頂戴しました。ありがとうございました。 


